
申申し込み　問問い合わせ

壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
修
理
し
ま
す

　

壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
無
料
で
修
理

す
る
、
お
も
ち
ゃ
の
病
院
を
開
催
し

ま
す
。

日
時
＝
❶
６
月
22
日
㈯
❷
23
日
㈰
、

10
時
～
12
時

会
場
＝
❶
は
プ
チ
ち
ゃ
れ
粕
川
児
童

館
❷
は
第
二
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
（
前
橋
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

問
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
‐
２
３
２
‐
３
８
４
８

登
録
販
売
者
試
験
を
行
い
ま
す

　

一
般
用
医
薬
品
の
販
売
な
ど
の
た

め
の
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

期
日
＝
９
月
11
日
㈬

会
場
＝
高
崎
経
済
大
（
高
崎
市
上
並

榎
町
）

費
用
＝
１
万
５
，
０
０
０
円

申
込
書
の
配
布
＝
県
庁
薬
務
課
、
市

保
健
所
内
保
健
総
務
課
な
ど
で

申
６
月
17
日
㈪
～
28
日
㈮
に
郵
送

で
。
申
込
書
に
記
入
し
、
〒
３
７
１
‐

８
５
７
０
大
手
町
一
丁
目
１
‐
１
・

県
薬
務
課
（
☎
０
２
７
‐
２
２
６
‐

２
６
６
２
）
へ

審
議
会
の
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　

公
民
館
運
営
審
議
会
の
傍
聴
を
行

い
ま
す
。

日
時
＝
７
月
31
日
㈬
13
時
30
分
～
15
時

会
場
＝
桂
萱
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
一
般
、
先
着
５
人

申
当
日
13
時
～
13
時
30
分
に
会
場
へ

直
接

問
中
央
公
民
館

☎
０
２
７
‐
２
１
０
‐
２
１
９
９

区
画
整
理
審
議
会
委
員
の
改
選

　

文
京
町
四
丁
目
土
地
区
画
整
理
審

議
会
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
新

し
い
委
員
の
選
挙
を
行
い
ま
す
。

選
挙
期
日
＝
９
月
15
日
㈰

選
挙
さ
れ
る
委
員
＝
８
人

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
と
異
議
の
申
し

出
＝
７
月
17
日
㈬
～
30
日
㈫
に
市
役

所
区
画
整
理
課
で

立
候
補
届
の
受
け
付
け
＝
８
月
６
日

㈫
～
15
日
㈭
に
同
課
で

●
選
挙
人
名
簿
の
登
録
手
続
き

　

選
挙
人
名
簿
を
確
定
す
る
た
め
、

対
象
者
は
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
・
提
出
書
類
＝
〈
未
登
記
の
借

地
権
が
あ
る
人
〉
７
月
３
日
㈬
ま
で

に
借
地
権
の
申
告
〈
共
有
の
所
有
権

（
借
地
権
）
が
あ
る
人
〉
７
月
30
日

ま
で
に
代
表
者
選
任
通
知
〈
土
地
所

有
者
（
借
地
権
者
）
が
死
亡
し
て
い

る
土
地
の
相
続
人
〉
７
月
30
日
ま
で

に
相
続
の
届
出
と
相
続
人
代
表
者
選

任
通
知

問
同
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
９
１
２

温
泉
で
寡
婦
同
士
の
親
睦
深
め
る

　

寡
婦
を
対
象
に
温
泉
で
交
流
会
を

開
催
。
４
食
の
食
事
付
き
で
す
。

期
日
＝
７
月
10
日
㈬
～
11
日
㈭
（
１

泊
２
日
）

行
き
先
＝
春
日
温
泉
（
長
野
県
）

対
象
＝
寡
婦
、
40
人
（
抽
選
）

費
用
＝
１
万
１
，
５
０
０
円

申
６
月
27
日
㈭
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ

で
。
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
を
記
入
し
、
〒
３
７
１
‐
０
０
１

７
日
吉
町
二
丁
目
17
‐
10
・
総
合
福

祉
会
館
内
市
母
子
寡
婦
会
（
☎
０
２

７
‐
２
３
５
‐
３
４
０
６
）
へ

万
引
防
止
は
犯
罪
撲
滅
の
第
一
歩

　
万
引
は
窃
盗
罪
と
い
う
犯
罪
で
す
。

小
中
学
生
に
よ
る
万
引
は
、
い
ま
だ

に
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
一
人

一
人
が
、
万
引
を
「
し
な
い
」「
さ
せ

な
い
」「
見
逃
さ
な
い
」
と
い
う
強

い
気
持
ち
を
持
ち
、
地
域
全
体
で
見

守
り
ま
し
ょ
う
。

問
青
少
年
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
５
８
７
６

団
体
設
立
の
悩
み
相
談
し
て

　

Ｍ
サ
ポ
相
談
会
を
開
催
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
の

立
ち
上
げ
や
、
設
立
ま
で
の
手
順
な

ど
の
相
談
を
受
け
ま
す
。

日
時
＝
７
月
11
日
㈭
17
時
～
19
時

会
場
＝
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー

（
野
中
町
）

申
同
館

☎
０
２
７
‐
２
６
３
‐
１
１
５
６
へ

介
護
費
用
の
一
部
が
軽
減
に

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
介
護
老

人
保
健
施
設
、
介
護
療
養
型
医
療
施

設
、
介
護
医
療
院
、
短
期
入
所
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
と
き
の
食
費
や
居

住
費
が
軽
減
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。
対
象
は
、
世
帯
員
全
員
と
配
偶

者
が
市
民
税
非
課
税
で
預
貯
金
な
ど

の
資
産
額
が
基
準
以
内
の
人
。
市
役

所
介
護
保
険
課
か
大
胡
・
宮
城
・
粕

川
・
富
士
見
支
所
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
申
請
に
は
本
人
と
配
偶
者
の

印
鑑
と
全
て
の
預
貯
金
通
帳
な
ど
の

写
し
、
提
出
す
る
人
の
本
人
確
認
書

類
が
必
要
で
す
。
現
在
認
定
を
受
け

て
い
る
人
に
は
６
月
下
旬
に
更
新
の

お
知
ら
せ
を
郵
送
し
ま
す
。

問
介
護
保
険
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
３
１
２
９

介
護
保
険
利
用
状
況
を
お
知
ら
せ

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に
、

介
護
保
険
給
付
費
の
お
知
ら
せ
を
６

月
下
旬
に
郵
送
。
今
回
は
１
月
か
ら

４
月
ま
で
の
利
用
分
を
記
載
し
て
い

ま
す
。
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
に
間
違

い
が
な
い
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
介
護
保
険
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
３
１
２
９

会
場
＝K'BIX

元
気
21
ま
え
ば
し

（
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21
）
内
市
民
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
一
般
、
先
着
６
団
体

申
７
月
１
日
㈪
ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
‐
２
１
０
‐
２
１
９
６
へ

保
守
点
検
な
ど
で
休
館
に

　

宮
城
体
育
館
と
ロ
ー
ド
宮
城
総
合

運
動
場
は
定
期
清
掃
と
点
検
の
た
め
、

７
月
８
日
㈪
に
休
館
し
ま
す
。

問
宮
城
体
育
館

☎
０
２
７
‐
２
８
３
‐
８
７
３
５

市
立
図
書
館
各
分
館
が
休
館
に

　

市
立
図
書
館
各
分
館
は
特
別
整
理

の
た
め
、
６
月
24
日
㈪
か
ら
27
日
㈭

ま
で
休
館
し
ま
す
。
本
館
と
こ
ど
も

図
書
館
は
開
館
し
ま
す
。

問
市
立
図
書
館

☎
０
２
７
‐
２
２
４
‐
４
３
１
１

遺
族
の
心
に
寄
り
添
い
ま
す

　

家
族
な
ど
を
自
死
で
亡
く
し
た
人

を
対
象
に
、自
死
遺
族
相
談
を
開
催
。

相
談
は
予
約
制
で
す
。

日
時
＝
毎
月
第
１
木
曜
、
13
時
30
分

く
ら
し
の
情
報

本
庁
・
支
所
・
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

元
気
21
証
明
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー　
　
　
　
10
時
〜
19
時

窓 口
業務時間

お
知
ら
せ

家庭でできるごみ減量
生ごみを堆肥として活用

　生ごみ処理を家庭で簡単にでき
る段ボールコンポスト用の土壌改
良材（母材）を市役所ごみ減量課
で配布しています。これは、段ボー
ルの中に土壌改良材を入れてでき
るもので、微生物の力で生ごみを
分解。分解された生ごみは、堆肥
として活用できます。
問 同課
☎027-898-6272

市長コラム
Mayor's  Column

HP
ようこそ
市長室へ

　２千人を超える外国の若者たちが、日本語や日
本の文化などを学ぶため、前橋市に暮らしています。
　先日まちなかで開催された外国人留学生のカラオ
ケ大会では、日本語の歌を楽しそうに歌う彼らの
姿を見て、私も嬉しく思いました。
　ステージでは、モンゴル舞踊や中国琴の演奏な
ども披露されました。彼らは、自分たちの国の誇り
と文化と歴史とともに、前橋に住んでいるのです。
　彼らには、この前橋市を学びのふるさととして、
思い出の地にしてほしいと思います。彼らも前橋市
の大切な宝です。
胸に沁む　その歌声と　その思い　
集いし異国の　若者の歌

催　

し

身近なもので簡単
に作れます

設立で迷っている人は気軽に相談してく
ださい。

市役所　〒 371-8601 大手町二丁目 12-1　☎ 027-224-1111　 FAX  027-224-3003 広報まえばし　令和元年６月 15日号 1617


